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気比中学校 １年 森口  彰仁最優秀賞最優秀賞

▲図画・ポスターの表彰

▲作文の表彰

なんと、市内小・中・高校生の９割を
超える皆さんからメッセージをいた
だきありがとうございました★ 
町中が青少年や大人のメッセージ
をわかりあえるなんて、素敵な出会
いではありませんか。

プラザ萬象 小ホー
ル

平成25年3月16日

平成２３年度平成２４年度

応募総数　3,796点
小 学 生
中 学 生
高 校 生

◆
◆
◆

890
1,688
1,218

点
点
点

作　文

入賞者数　   382点
最優秀賞
優 秀 賞
入 選
佳 作

◆
◆
◆
◆

12
34
58
278

点
点
点
点

応募総数　3,525点

入賞者数　   405点

小 学 生
中 学 生

◆
◆

2,913
612

点
点

最優秀賞
優 秀 賞
入 選
佳 作

◆
◆
◆
◆

9
26
41
329

点
点
点
点

図画・ポスター

表彰式



9：00～15：00

519
9：00～15：00

519

青少年健全育成敦賀市民会議のシンボルマーク敦賀市少年愛護センター内（青少年健全育成敦賀市民会議） 親子のフェスティバル実行委員会事務局☎0770-23-0189お問合せ

■主 催／青少年健全育成敦賀市民会議　■共 催／敦賀市・敦賀市教育委員会　■主 管／敦賀市少年愛護センター
■後 援／青少年育成福井県民会議・財務省大阪税関敦賀税関支署・国土交通省敦賀港湾事務所・自衛隊福井地方協力本部
　　　　 敦賀海上保安部・敦賀警察署・敦賀美方消防組合・敦賀市区長連合会・㈱嶺南ケーブルネットワーク

第31回親子の2013

フェスティバルフェスティバルフェスティバル
海上保安部巡視船「えちぜん」★
海上自衛隊多用途支援艦「ひうち」
装甲車など
★

国土交通省港湾業務艇「まつかぜ」★

体験乗船できるよ♪

パトカー・救急
車

はしご車は午
前だよ♪

開会式★
粟野中学校
吹奏楽部演奏

働く車大集合★
家族で遊ぼう！★

ケータリングカー★

グラウンドゴルフ
サイバーホイールなど

ミニ鉄道★

体験型の
おもしろコーナー
★

スポーツクライミング体験★
ビンゴゲーム★
浦っ子太鼓★

高さ６メートルのクライミングに挑戦！
（対象：小学生以上／小学生は保護者同伴）

（事前申込が必要です）

周辺
きらめきみなと館

きらめき
みなと館

金ヶ崎緑地

きらめきみなと館
小ホール

会場会場
きらめきみなと館
と 金ヶ崎緑地
きらめきみなと館
と 金ヶ崎緑地
きらめきみなと館
と 金ヶ崎緑地

粟野南小学校 ４年　 大和田 琳太郎 さん

※都合により一部内容を変更させていただく場合がございます。
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粟野南小学校 １年 浜中  伶暢最優秀賞最優秀賞粟野小学校 ２年 福地 咲太郎最優秀賞最優秀賞

咸新小学校 ３年 友岡    凜最優秀賞最優秀賞粟野小学校 ４年 奥谷  瑞羽最優秀賞最優秀賞

青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ青少年からのメッセージ
青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ青少年へのメッセージ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 福　地　咲太郎
錦 織 皓 大
盛 田 楓 華
岩 崎 　 陽
木 村 友 美
小 泉 奏 太
常 見 　 豪
田 村 凌 也
川 端 彩 香

粟 野 小
中 央 小
中 央 小
咸 新 小
敦賀南小
敦賀南小
中 央 小
粟 野 小
粟野南小

小 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 嶋 田 和 奏
宮 元 梨 帆
牧　野　胡太朗
寺 川 楓 馬
中庄治　ま　の
柳 下 文 音
安 達 稀 海
夛　田　晃一郎
　 本 龍 人

敦賀南小
敦賀西小
敦賀南小
粟 野 小
敦賀西小
敦賀西小
敦賀北小
咸 新 小
粟野南小

小 学 ５ 年 生

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
　入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 浜 中 伶 暢
納　谷　らんる
松 永 佑 太
栗 田 蒼 大
有 乗 達 樹
小 林 侑 奈
岡 上 　 渚
神 園 　 楓
熊 野 未 女

粟野南小
粟 野 小
粟 野 小
粟野南小
敦賀南小
東 浦 小
粟 野 小
粟 野 小
粟野南小

小 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 友 岡 　 凜
鈴　木　洸士朗
辻　子　華乃音
山 下 吏 久
瀧 波 李 菜
岡 本 孟 士
坂 本 大 河
坂 東 充 気
佐久間　陸　斗

咸 新 小
中 央 小
中 央 小
中 央 小
敦賀西小
敦賀南小
敦賀北小
松 原 小
粟 野 小

小 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 田 邉 愛 斗
加 茂 真 帆
岸 本 優 志
高 橋 慶 太
澤 﨑 宏 大
團 田 　 陽
山 際 千 跳
伊　原　有理朱
西 村 歩 佳

粟 野 小
中 央 小
咸 新 小
粟野南小
敦賀南小
敦賀南小
敦賀北小
松 原 小
中 郷 小

小 学 ６ 年 生

平成

年度
24

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 奥 谷 瑞 羽
北　尾　萌々花
村 田 遵 一
野 添 悠 斗
矢 部 綸 乃
石 田 　 凌
大和田　琳太郎
川 端 紘 凱
藤 村 聡 希

粟 野 小
松 原 小
粟 野 小
粟野南小
敦賀南小
粟 野 小
粟野南小
粟野南小
粟野南小

小 学 ４ 年 生



̶　3　̶

第 号  平成25年3月26日 発行2 4

敦賀南小学校 ５年 嶋田  和奏最優秀賞最優秀賞粟野小学校 ６年 田邉  愛斗最優秀賞最優秀賞

「 

わ
た
し
の
う
ち
の
よ
る
ご
は
ん 

」

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

　

わ
た
し
の
う
ち
の
土
よ
う
日

の
よ
る
ご
は
ん
は
、
お
な
べ
や
手

づ
く
り
ギ
ョ
ウ
ザ
や
お
こ
の
み

や
き
な
ど
、
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ

に
つ
く
っ
た
り
た
べ
た
り
す
る

も
の
が
お
お
い
で
す
。
わ
た
し

は
、
そ
ん
な
土
よ
う
日
の
よ
る
ご

は
ん
が
た
の
し
い
し
、
い
つ
も
の

よ
る
ご
は
ん
よ
り
お
い
し
い
と

お
も
い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん
は
、
月

よ
う
日
か
ら
金
よ
う
日
ま
で
お

し
ご
と
に
い
き
ま
す
。
あ
さ
は
、

７
じ
に
お
う
ち
を
出
ぱ
つ
す
る

の
で
、
わ
た
し
が
お
き
た
と
き
に

は
あ
さ
ご
は
ん
を
た
べ
お
わ
っ

て
い
っ
し
ょ
に
は
、
た
べ
ら
れ
ま

せ
ん
。
よ
る
も
お
と
う
さ
ん
が

か
え
っ
て
く
る
の
は
わ
た
し
た

ち
が
ね
た
あ
と
な
の
で
、
わ
た
し

と
い
も
う
と
と
お
か
あ
さ
ん
と

三
人
で
た
べ
ま
す
。
わ
た
し
は

三
人
で
も
た
の
し
い
け
ど
や
っ

ぱ
り
お
と
う
さ
ん
も
い
っ
し
ょ

に
た
べ
た
い
な
と
お
も
い
ま
す
。

そ
れ
に
お
と
う
さ
ん
も
一
人
で

た
べ
る
の
は
、
さ
み
し
い
だ
ろ
う

な
ぁ
と
お
も
い
ま
す
。
ま
い
日

い
っ
し
ょ
に
た
べ
ら
れ
た
ら
う

れ
し
い
け
れ
ど
、
お
と
う
さ
ん
は

わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
が
ん
ば

っ
て
お
し
ご
と
を
し
て
く
れ
て

い
る
の
で
、
し
か
た
が
な
い
と
お

も
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
わ
た
し
は
、
土
よ
う
日

に
よ
る
ご
は
ん
の
お
か
い
も
の

に
い
く
の
が
と
て
も
た
の
し
み

で
す
。
み
ん
な
で
そ
う
だ
ん
を

し
な
が
ら
じ
ゅ
ん
び
を
し
た
り
、

ギ
ョ
ウ
ザ
を
つ
つ
む
お
て
つ
だ

い
を
す
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
も
と

て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。
お
と

う
さ
ん
が
い
な
い
と
き
の
ぶ
ん

ま
で
、
土
よ
う
日
の
よ
る
ご
は
ん

を
た
の
し
も
う
と
お
も
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
み
ん
な
で
た
べ
る

よ
る
ご
は
ん
が
大
す
き
で
す
。

粟
野
南
小
学
校　

一
年　　

ま
つ
本　

み
ゆ

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 松 本 珠 優
千 田 望 杏
瞿 曇 悠 生
山 崎 　 琴
加 藤 唯 愛
吉　田　俊治郎
藤 岡 　 玄
福　谷　美萌里

粟野南小
敦賀南小
中 郷 小
粟 野 小
松 原 小
中 央 小
中 郷 小
粟野南小

小 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 前 田 琴 音
鳴 海 遥 士
川 島 季 子
吉 野 有 祐
宮 元 皐 好
中　村　あやか
磯　邉　明香里
島 津 綾 音
宗 近 大 和

中 郷 小
敦賀西小
敦賀南小
敦賀南小
敦賀西小
敦賀北小
松 原 小
中 央 小
粟 野 小

小 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 今 井 悠 貴
中 村 　 直
滝 波 佳 奈
松 居 俊 伍
景 山 祥 瑛
奥 　 怜 温
前 田 結 海
宮　下　孝一郎
金 井 美 樹

沓 見 小
敦賀北小
中 央 小
粟 野 小
松 原 小
中 央 小
中 央 小
粟 野 小
粟野南小

小 学 ５ 年 生

作
文
の
部
　
入
賞
者

※ 最優秀賞・優秀賞の作品は、ホームページと作品集でも紹介させていただきます。

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 浜 中 偉 琉
室 矢 一 樹
有 常 元 翔
藤　井　ここあ
中 村 理 人
林　田　駿太郎
佐 藤 朱 理
若　林　芽空夢
中 村 竜 也

粟野南小
敦賀南小
松 原 小
中 央 小
敦賀北小
松 原 小
中 央 小
粟 野 小
粟野南小

小 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 釡 谷 理 永
常　田　ののか
村 田 千 夏
脇 山 　 悠
辻 　 柚 衣
角　野　将太郎
一ツ橋　　　遥
田 邉 華 子

粟 野 小
敦賀西小
中 郷 小
粟野南小
敦賀南小
松 原 小
松 原 小
中 央 小

小 学 ６ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 水 野 拓 諒
南 部 遥 亮
田 中 真 矢
浜 田 十 萌
川 崎 真 歩
小 林 侑 未
久 保 結 香
島 津 孝 臣
濵　野　日南子

中 郷 小
敦賀西小
中 郷 小
粟野南小
敦賀西小
敦賀南小
中 央 小
中 央 小
粟 野 小

小 学 ４ 年 生
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気比中学校 ２年  岸下  眞子最優秀賞最優秀賞粟野中学校 ３年 橋詰　結最優秀賞最優秀賞

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
君
に
は

た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
。

離
れ
離
れ
に
な
っ
て
も
、
ず
っ
と
友
達
だ
。

高
校
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
け
れ
ど
、
お

互
い
頑
張
ろ
う
。
僕
は
い
つ
で
も
君
の
こ

と
を
応
援
し
て
い
る
。
高
校
で
の
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。

手
紙
あ
り
が
と
う
。
実
は
、
僕
は
い
つ
も

君
を
目
標
に
し
て
き
た
。
僕
も
君
と
同

じ
高
校
に
入
学
で
き
る
よ
う
に
、
勉
強
以

外
の
他
の
事
で
も
一
生
懸
命
頑
張
る
よ
。

そ
し
て
、
お
互
い
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し

合
お
う
。

　

僕
に
は
、
ど
ん
な
事
で
も
一
緒
に
頑
張

れ
る
大
切
な
親
友
が
い
ま
す
。
彼
は
い
つ

で
も
誰
に
で
も
分
け
隔
て
な
く
、
優
し
く

接
し
て
い
ま
す
。
僕
に
と
っ
て
の
目
標
の

よ
う
な
存
在
で
す
。

　

彼
は
、
小
学
校
三
年
生
の
時
に
僕
と
同

じ
学
校
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
話
し

て
い
る
う
ち
に
、
意
気
投
合
し
て
友
達
に

な
り
ま
し
た
。
彼
は
い
つ
も
、
僕
を
放
課

後
の
遊
び
に
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
何
に

で
も
一
生
懸
命
な
彼
の
姿
に
刺
激
さ
れ

て
、
自
分
の
苦
手
な
事
で
も
頑
張
れ
ま
し

た
。
テ
ス
ト
の
点
数
で
勝
負
し
た
り
、
徒

競
走
の
速
さ
を
競
い
合
っ
た
り
し
た
事
も

あ
り
ま
し
た
。
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
て
、

成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

五
年
生
の
頃
、
僕
は
他
の
男
子
か
ら
悪
口

を
言
わ
れ
、
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
事
が
あ
り

ま
し
た
。
と
て
も
悲
し
く
、
つ
ら
か
っ
た
で

す
。
皆
が
遊
ん
で
い
る
の
を
遠
く
か
ら
見

て
い
る
と
、
隣
に
彼
が
や
っ
て
き
て

「
ど
う
し
た
？
大
丈
夫
？
」

と
、
い
つ
も
僕
を
気
に
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
相
談
に
も
気
軽
に
乗
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
僕
は
こ
の
い
じ
め
を
乗
り

越
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
僕
だ
っ
た
ら
、

一
緒
に
い
じ
め
ら
れ
る
の
が
怖
く
て
、
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。
彼
に
は
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
宿
泊
学
習
や
ス
キ
ー
学
習
で

彼
と
僕
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し

た
。
ス
キ
ー
の
上
手
い
彼
は
、
僕
に
い
ろ

い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
し
た
。

す
る
と
、
見
る
見
る
う
ち
に
上
達
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
修
学
旅
行
で
も
同
じ
班
に
な
り

ま
し
た
。
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
で
は
、
普
段

見
ら
れ
な
い
彼
の
姿
が
分
か
っ
て
、
更
に

絆
が
深
ま
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
共
に
貴

重
な
体
験
が
出
来
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
三
月
に
な
っ
た
ら
一
緒
に
卒
業

し
て
、
勉
強
も
部
活
も
二
人
で
頑
張
り
、
励

ま
し
合
う
中
学
生
活
を
想
像
し
て
い
る

と
、
と
て
も
楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
六
年
生
の
十
一
月
に
彼
は
転

校
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
突

然
の
知
ら
せ
で
、
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
彼
に
今
ま
で
の
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
、
僕
達
と
の
小
学
校
生
活
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
、
僕
が
中
心
と

な
っ
て
彼
の
お
別
れ
会
を
企
画
し
ま
し

た
。
そ
の
計
画
に
つ
い
て
は
彼
に
ず
っ
と

内
緒
に
し
て
い
ま
し
た
。
放
課
後
も
毎
日

残
っ
て
お
別
れ
会
の
企
画
を
考
え
、
彼
に

一
番
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
し

た
。
お
別
れ
会
は
、
皆
の
協
力
で
上
手
く

進
み
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
彼
が
楽

し
ん
で
く
れ
た
事
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
お
別
れ
会
の
最
後
に
僕
は
彼
に
、

 

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

と
手
紙
に
書
き
、
渡
し
ま
し
た
。
あ
の
時

の
彼
の
驚
き
な
が
ら
も
嬉
し
そ
う
な
表
情

は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
紙
に

書
き
き
れ
な
か
っ
た
事
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
僕
の
思
い
は
彼
に
伝
わ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

お
別
れ
会
か
ら
二
か
月
ほ
ど
た
っ
て
、

彼
か
ら
の
返
事
が
届
き
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、

 
「

　
　
　
　

 

」

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
僕
達
は
高
校
で

の
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
僕
た
ち
は
中
学
校
に
入
学
し

て
、
今
は
目
標
の
高
校
に
入
学
す
る
た
め

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
普
通
の
努
力
で
は
入
学
で
き
な
い
難
関

の
高
校
で
す
。
途
中
で
辛
く
て
、
投
げ
出

し
た
く
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

彼
が
頑
張
っ
て
い
る
の
な
ら
、
自
分
も
頑

張
ろ
う
と
思
え
ま
す
。
今
で
は
お
互
い
忙

し
く
、
毎
年
年
賀
状
く
ら
い
で
し
か
顔
を

見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
と
て
も
残
念
で
す
が
、
顔
は
見
え

な
く
て
も
ど
こ
か
で
つ
な
が
っ
て
い
る
事

を
僕
は
信
じ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
彼
の
元

気
そ
う
な
笑
顔
と
、
書
い
て
あ
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
見
ら
れ
る
と
、
と
て
も
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
今
年
も
彼
か
ら
、
い
い
点
数
が

取
れ
た
よ
と
書
か
れ
た
年
賀
状
が
届
き
ま

し
た
。
僕
も
負
け
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
大
切
な
親
友
と
共
に
将
来

の
夢
に
向
か
っ
て
走
り
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

「 

大
切
な
親
友 

」

松
陵
中
学
校　

一
年　　

柳
下　

敬
祐
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気比中学校 ２年  岸下  眞子最優秀賞最優秀賞粟野中学校 ３年 橋詰　結最優秀賞最優秀賞

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
君
に
は

た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
。

離
れ
離
れ
に
な
っ
て
も
、
ず
っ
と
友
達
だ
。

高
校
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
け
れ
ど
、
お

互
い
頑
張
ろ
う
。
僕
は
い
つ
で
も
君
の
こ

と
を
応
援
し
て
い
る
。
高
校
で
の
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。

手
紙
あ
り
が
と
う
。
実
は
、
僕
は
い
つ
も

君
を
目
標
に
し
て
き
た
。
僕
も
君
と
同

じ
高
校
に
入
学
で
き
る
よ
う
に
、
勉
強
以

外
の
他
の
事
で
も
一
生
懸
命
頑
張
る
よ
。

そ
し
て
、
お
互
い
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し

合
お
う
。

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 森 口 彰 仁
佐 藤 璃 奈
武 生 朋 佳
緩 詰 美 玖
仲　野　由梨亜
久 保 朝 香
合　田　さくら
兵　田　祉於里

気 比 中
気 比 中
気 比 中
松 陵 中
気 比 中
粟 野 中
粟 野 中
粟 野 中

中 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 岸 下 眞 子
小久保　真　泉
山 本 菜 生
川 村 和 芽
坪 内 優 希
竹 中 唯 以
山 口 莉 那
柿 本 崚 地

気 比 中
気 比 中
気 比 中
粟 野 中
気 比 中
松 陵 中
松 陵 中
粟 野 中

中 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 橋 詰 　 結
武 田 真 奈
中 出 光 音
吉 田 海 音
金 崎 開 斗
山 本 瑞 稀

粟 野 中
松 陵 中
松 陵 中
松 陵 中
粟 野 中
粟 野 中

中 学 ３ 年 生 図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
　入
賞
者

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 柳 下 敬 祐
大 谷 夏 毅
岡 　 沙 絢
浜 田 百 香
金 井 遥 香
植 本 七 海
川 端 康 平
川 崎 真 優

松 陵 中
松 陵 中
松 陵 中
粟 野 中
気 比 中
松 陵 中
松 陵 中
敦賀気比高等
学校付属中学校

中 学 １ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 高　橋　紗也果
多 賀 七 海
山 岸 航 大
山 本 　 凜
中 村 太 一
伊 吹 朋 夏
右　馬　健太郎
山 本 千 尋
今 川 采 奈

粟 野 中
気 比 中
気 比 中
粟 野 中
角 鹿 中
松 陵 中
松 陵 中
松 陵 中
粟 野 中

中 学 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 靏 田 七 彩
塚 本 紗 世
原 田 幸 汰
伊 藤 輝 久
篠 原 彩 海
西 浦 　 巧
草 﨑 香 奈
五　井　佑加子

松 陵 中
松 陵 中
角 鹿 中
松 陵 中
松 陵 中
粟 野 中
敦賀気比高等
学校付属中学校

敦賀気比高等
学校付属中学校

中 学 ３ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 木　原　のどか
角　野　健太郎
坂　井　結希乃
白 土 美 咲
濱 野 美 典
濵 野 諒 子
右 田 翔 太
阪 田 大 輔
富 本 伽 耶

敦 賀 高
敦 賀 高
敦賀気比高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦賀工業高
敦賀気比高
敦賀気比高

高 校 ２ 年 生

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 森 川 千 尋
　 　 菜 央
小 林 拓 矢
長谷川　仁　美
飯 田 拓 磨
大 野 彩 花
竹 阪 伊 織
山 田 喬 一

敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高
敦賀工業高

高 校 ３ 年 生

作
文
の
部
　
入
賞
者

※ 最優秀賞・優秀賞の作品は、ホームページと作品集でも紹介させていただきます。

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

優 秀 賞

入 選

最優秀賞 高 橋 　 心
北 川 ま ゆ
藤 村 遥 香
松　本　有季恵
羽 野 良 輔
平 井 瑞 季
山 本 栞 帆
川 端 汰 一
道 勇 洋 香
行 方 真 紀

敦賀気比高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦賀気比高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦 賀 高
敦賀工業高
敦賀気比高
敦賀気比高

高 校 １ 年 生

　　

平
成
２５
年
度
も
、
皆
さ
ん
が

感
じ
た
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ

と
が
描
か
れ
た
作
文
や
図
画
・

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

青
少
年
の
皆
さ
ん
、
一
般
の
皆

さ
ん
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（ 

募
集
開
始
は
１２
月
初
旬
の
予
定

　
　
で
す
。）
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今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
君
に
は

た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
。

離
れ
離
れ
に
な
っ
て
も
、
ず
っ
と
友
達
だ
。

高
校
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
け
れ
ど
、
お

互
い
頑
張
ろ
う
。
僕
は
い
つ
で
も
君
の
こ

と
を
応
援
し
て
い
る
。
高
校
で
の
再
会
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。

手
紙
あ
り
が
と
う
。
実
は
、
僕
は
い
つ
も

君
を
目
標
に
し
て
き
た
。
僕
も
君
と
同

じ
高
校
に
入
学
で
き
る
よ
う
に
、
勉
強
以

外
の
他
の
事
で
も
一
生
懸
命
頑
張
る
よ
。

そ
し
て
、
お
互
い
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し

合
お
う
。

巣
立
つ
子
ど
も
達
に

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議　

 

会 

長  

籠
　

正

義

　

今
年
も
卒
業
式
が
終
わ
っ
た
。

年
々
歳
々
の
こ
と
な
が
ら
、感
慨

は
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
こ
の
時
期

に
な
る
と
、い
つ
も
思
う
こ
と
が

あ
る
。

　
そ
れ
は
、「
人
生
に
は
過
去
と
現

在
と
未
来
が
あ
り
、現
在
の
幸
せ

と
い
う
の
は
、充
実
し
た
生
活
で

あ
り
、未
来
へ
向
か
っ
て
の
幸
せ

は
、夢
と
希
望
で
あ
る
」と
い
う
こ

と
で
、あ
た
り
前
の
話
で
あ
る
が
、

現
在
の
充
実
し
た
生
活
が
あ
る
と

す
れ
ば
、自
分
の
心
が
け
と
努
力

は
当
然
で
あ
る
が
、そ
れ
に
期
待

す
る
外
か
ら
の
条
件（
親・家
族・

先
生・友
人・社
会
等
）に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
そ
の
充
実
さ
を
増
す
余
地

が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、未
来
に
対
す

る
夢
と
希
望
は
、現
在
を
含
め
た

こ
れ
か
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
達
成

さ
れ
る
可
能
性
が
十
分
残
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、唯
一つ
、過
去
だ
け

が
、今
と
な
っ
て
は
取
り
返
す
こ
と

の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、取
り
返

そ
う
と
し
て
も
、そ
こ
に
現
れ
る
の

は「
思
い
出
」だ
け
で
あ
る
。

　

”ふ
る
さ
と
の
、山
に
向
い
て
言

う
こ
と
な
し
。
ふ
る
さ
と
の
山
は

な
つ
か
し
き
か
な　
“
の
石
川
啄
木

の
歌
が
思
い
出
さ
れ
る
が
、な
つ
か

し
い
思
い
出
を
心
に
刻
ん
だ
人
生

こ
そ
、現
在
の
充
実
感
と
未
来
へ

の
夢
や
希
望
と
共
に
、欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
人
生
の
幸
福
の
条
件

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
「
思
い
出
」に
こ
の
様
な
位
置
づ

け
を
し
な
が
ら
、子
ど
も
達
の
尊

い
人
生
を
考
え
て
み
る
と
、人
生

の
先
輩
た
る
親・大
人
と
し
て
、子

ど
も
の
心
に
今
ど
ん
な「
思
い
出

の
種
」を
ま
い
て
や
っ
て
い
る
か
の

反
省
が
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ

ろ
う
と
思
う
。
な
つ
か
し
い「
思
い

出
」を
、子
ど
も
の
心
に
で
き
る
だ

け
た
く
さ
ん
刻
ん
で
や
り
た
い
、

刻
ん
で
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
強

く
思
う
の
で
あ
る
。

　

今
年
も
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
、

楽
し
い
、な
つ
か
し
い
思
い
出
を
胸

に
し
っ
か
り
と
秘
め
て
、

巣
立
っ
て
行
っ
て

く
れ
た
だ
ろ
う

か
と
、自
分
達

大
人
の
責
任

と
し
て
思
う

日
々
と
な
っ

て
い
る
。

coramu
林 惠子の

Vol.15

昔
話
の
勧
め

　
当
市
民
会
議
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
年
度
の
賛
助
金
の

募
集
結
果
は
下
記
の
通

り
で
す
。

　　

青
少
年
健
全
育
成
活

動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
今
年
度
も
こ
の

よ
う
に
多
く
の
賛
助
会

費
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
青
少
年
育
成
活
動

に
一
層
邁
進
し
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◆ 

賛
助
会
費
の
ご
報
告 

◆

☆賛助会員数・・・・・ １４，４４１件
☆賛助会費・・・ ２，００１，５５４円

〈 ２月26日現在 〉

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

平成25年2月10日(日)プラザ萬象 小ホールにて
　　

企
画
を
進
め
て
い
る
う

ち
、
敦
賀
市
民
会
議
の
全
体

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
市

民
会
議
と
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
距
離
を
近
づ
け
て
い
き

た
い
と
考
え
る
と
、〝
あ
れ

も
や
り
た
い
、こ
れ
も
お
見

せ
し
た
い
〞と
想
像
ば
か
り

が
広
が
り
、
実
際
の
準
備
期

間
が
ど
ん
ど
ん
無
く
な
っ
て

し
ま
い
当
日
を
迎
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　　

当
日
は
、『
ス
テ
ラ
・
ボ
ー

チ
ェ
』
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

か
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
オ
ペ

ラ
の
曲
を
想
像
し
て
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
が
飽
き
て

し
ま
わ
な
い
か
心
配
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
私
た
ち

の
知
っ
て
い
る
曲
ば
か
り
だ

っ
た
の
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
声
量

あ
る
歌
声
と
澄
ん
だ
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
感
動
し
、
今
回
の
評

価
は
後
回
し
で
も
い
い
か

ら
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機

会
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

ステラ  ヴォーチェ

ステラ  ヴォーチェとは『星の歌声』という意味です。

　

道
徳
を
復
活
さ
せ
る
と
い
う

動
き
が
あ
る
よ
う
で
す
。
道
徳

と
言
え
ば
、教
室
で「
道
徳
」の

本
を
ひ
た
す
ら
読
む
先
生
も
い

れ
ば
、そ
の
時
間
は
地
域
に
連
れ

出
し
て
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ

せ
て
く
れ
た
先
生
も
い
た
こ
と
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
今
、

保
育
園
や
幼
稚
園
、小
学
校
に

は
、「
読
み
聞
か
せ
の
時
間
」が
あ

り
ま
す
。
地
域
の
人
の
た
め
に

鬼
退
治
を
す
る
話
や
、大
好
き

な
友
達
の
た
め
に
去
っ
て
行
っ
た

鬼
の
話
。
よ
く
ば
り
を
し
た
ら

穴
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
話
。
小

さ
な
ネ
ズ
ミ
た
ち
が
み
ん
な
で
ラ

イ
オ
ン
を
助
け
る
話
…
。
読
み

聞
か
せ
は
、と
て
も
素
敵
な
道
徳

の
時
間
だ
と
思
い
ま
す
。
読
ん
で

も
ら
う
事
に
よ
り
し
っ
か
り
と

話
の
内
容
を
理
解
し
、登
場
人

物
の
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
是
非
、ご
家
庭
で
も
一

緒
に
物
語
を
読
む
時
間
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ
な
国
の

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
物
語
を
選
ん

で
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
方
々
が
ど
ん
な
こ
と

を
大
切
に
思
っ
て
い
る
の
か
、人

生
の
価
値
観
が
、

子
ど
も
達
に

伝
わ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
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青少年健全育成敦賀市民会議のシンボルマーク敦賀市少年愛護センター内（青少年健全育成敦賀市民会議） 親子のフェスティバル実行委員会事務局☎0770-23-0189お問合せ

■主 催／青少年健全育成敦賀市民会議　■共 催／敦賀市・敦賀市教育委員会　■主 管／敦賀市少年愛護センター
■後 援／青少年育成福井県民会議・財務省大阪税関敦賀税関支署・国土交通省敦賀港湾事務所・自衛隊福井地方協力本部
　　　　 敦賀海上保安部・敦賀警察署・敦賀美方消防組合・敦賀市区長連合会・㈱嶺南ケーブルネットワーク

第31回親子の2013

フェスティバルフェスティバルフェスティバル
海上保安部巡視船「えちぜん」★
海上自衛隊多用途支援艦「ひうち」
装甲車など
★

国土交通省港湾業務艇「まつかぜ」★

体験乗船できるよ♪

パトカー・救急
車

はしご車は午
前だよ♪

開会式★
粟野中学校
吹奏楽部演奏

働く車大集合★
家族で遊ぼう！★

ケータリングカー★

グラウンドゴルフ
サイバーホイールなど

ミニ鉄道★

体験型の
おもしろコーナー
★

スポーツクライミング体験★
ビンゴゲーム★
浦っ子太鼓★

高さ６メートルのクライミングに挑戦！
（対象：小学生以上／小学生は保護者同伴）

（事前申込が必要です）

周辺
きらめきみなと館

きらめき
みなと館

金ヶ崎緑地

きらめきみなと館
小ホール

会場会場
きらめきみなと館
と 金ヶ崎緑地
きらめきみなと館
と 金ヶ崎緑地
きらめきみなと館
と 金ヶ崎緑地

粟野南小学校 ４年　 大和田 琳太郎 さん

※都合により一部内容を変更させていただく場合がございます。
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4月23日は4月23日は

● 

第
35
回 

青
少
年
健
全
育
成

　
　
　

敦
賀
市
民
会
議
定
期
総
会

　
　

平
成
25
年
４
月
26
日（
金
）　

19
時
〜

　
　
　

会
場  

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ   

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

● 

第
31
回 

親
子
の
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

　
　

平
成
25 
年
５
月
19 
日（
日
）　

9
時
〜
15
時

　
　
　

会
場  

き
ら
め
き
み
な
と
館
と
金
ヶ
崎
緑
地

● 

第
35
回 

青
少
年
育
成
敦
賀
市
民
大
会

　
　

平
成
25 
年
６
月
８ 
日（
土
）　

９
時
30
分
〜

　
　
　

会
場  

プ
ラ
ザ
萬
象  

大
ホ
ー
ル

平
成
25
年
度

行
事
予
定

行
事
予
定

行
事
予
定

『 

役
割
を
自
覚
さ
せ
、

　　 

や
り
と
げ
る
態
度
を
育
て
よ
う
。』

今
月
の
推
進
テ
ー
マ
は

毎
月
15 
日
は
青
少
年
育
成
の
日

『 

こ
ど
も
の
成
長
を
祝
い
、

　　 

み
ん
な
の
夢
を
育
て
よ
う
。』

今
月
の
推
進
テ
ー
マ
は

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

事
務
局　

少
年
愛
護
セ
ン
タ
ー
内

　

〒
９
１
４-

０
０
４
７ 

敦
賀
市
東
洋
町
１
の
１

『
青
少
年
つ
る
が
』第
24
号

平
成
25
年
３
月
26
日

編
集
・
発
行　

青
少
年
健
全
育
成
敦
賀
市
民
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
  aig
o
@
to
n2
1
.ne
.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
２
３
┃
０
１
８
９

Ｆ
Ａ
Ｘ　
２
３
┃
０
５
２
３

皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

「
第
35
回 

青
少
年
育
成
敦
賀
市
民
大
会
」が

   

　
　   

開
催
さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
６
月
８
日（
土
）９
時
30
分
よ
り

プ
ラ
ザ
萬
象 

大
ホ
ー
ル
に
て

　

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
地

域
の
子
は
地
域
で
す
こ
や

か
に
育
て
よ
う
」の
も
と
、

第
１
部
の
式
典
に
続
き
第

２
部
で
は
平
成
24
年
度

「
青
少
年
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
・
青
少
年
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
最
優
秀
作
品
の

発
表
、
第
３
部
で
は
敦
賀

高
校
吹
奏
楽
部
の
ス
テ
ー

ジ
、
第
４
部
と
し
ま
し
て
二
年
連
続
雨

天
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
環
境
浄

化
パ
レ
ー
ド
も
、
本
年
度
は
晴
天
と
な

る
こ
と
を
祈
っ
て
予
定
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
と
敦
賀
の
街
の

環
境
浄
化
を
願
う
皆
さ
ん
に
、
多
数
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

子
ど
も
達
が
言
葉
を
学
び
、
感
性
を

磨
き
、
表
現
力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊

か
な
も
の
に
し
、
人
生
を
よ
り
深
く
生

き
る
力
を
身
に
付
け
て
い
け
る
よ
う
、

も
っ
と
子
ど

も
の
頃
か
ら

読
書
に
親
し

む
よ
う
勧
め

ま
し
ょ
う
。

ども子ども子

青少年健全育成敦賀市民会議の
シンボルマーク

大

人が
変われば

子
ど

もも変わる

運
動

家

庭 の 日

  毎
月第３日曜日

   

お問い合せ
申込先

青少年健全育成敦賀市民会議
事務局（少年愛護センター内）

☎２３━０１８９

昨
年
度
の

　

様
子
で
す
♪

昨
年
度
の

　

様
子
で
す
♪

　

「
ひ
ま
わ
り
塾
」
は
、
毎
年
市

内
の
小
学
生
４
年
生
か
ら
６
年

生
を
対
象
に
郷
土
の
文
化
や
歴

史
を
勉
強
し
た
り
、
敦
賀
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
体
験
を
す
る

課
外
授
業
で
す
。

　

「
ひ
ま
わ
り
塾
」
で
一
番
に
感

じ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、

一
緒
に
学
び
、
一
緒
に
遊
べ
る

こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
そ
の
時

間
の
中
で
、
大
人
の
役
割
、
子

ど
も
の
役
割
を
理
解
し
、
子
ど

も
も
大
人
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
上
手
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
時
間
と
場
所
を

作
っ
て
い
く
こ
と
で
、「
ひ
ま
わ

り
塾
」
が
存
在
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

郷
土
の
今
と
昔
を
知
り

　　　

自
然
に
ふ
れ
あ
い
な
が
ら

　　　　　　　　

豊
か
な
心
情
を
培
う

舞鶴若狭自動
車道

7月20日（土）

昆布かき体験
8月17日（土）

　 ソバ打ち体験
9月28日（土）

調整中
10月19日（土）

昨
年
度
の

　
様
子
で
す
♪

昨
年
度
の

　
様
子
で
す
♪

ひまわり塾ひまわり塾ひまわり塾
平成２５年度 !!!!!!

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す

募
集
し
ま
す
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昨年は30回を迎え､一旦節目を迎えた気がします｡
今年から新たなる気持ちで50回を目指してみんなで継続できる
ように頑張りたいと思っています｡
今年は昨年の反省点を洗い直し､改善する事から始めます｡
緑地イベントの見直し､働く車も増やし､来てくださる方々が飽き
がこないように楽しんでいただけるように進めたいと思います｡
子どもは､敦賀の宝です｡開催中は会場内が､笑顔であふれるよう
にスタッフ一同頑張ります｡
みなさんのお越しを､お待ちしております｡

親子のフェスティバル運営委員長　池田裕太郎
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